
○畑地かんがい用水を利用した土壌消毒（土壌還元消毒※）
※「土壌還元消毒」とは「還元型太陽熱土壌消毒」とも言い、農薬を使わず、水と有機物（フスマなど）と太陽熱だけで土壌を消毒する技術

①国営那珂川沿岸地区（茨城県）の実証事例
（消毒前） （消毒後）

・センチュウ密度　　　　258頭/土壌50g → 0頭

（土壌還元消毒後）（薬剤消毒後）
・有用微生物 ほぼ生存 死滅

②北総中央用水地区（千葉県）の実証事例
（消毒前） （消毒後）

・センチュウ密度 → 1頭

○国営霞ヶ浦用水地区（県営畑総借宿生子地区）
畑地かんがいの有効利用や技術研鑽を進め、レタスの産地化を牽引。

収量（kg/10a）
・レタス

販売額（千円/10a）
借宿生子地区全体　　　2,850 　　　　700
県全体　　　　　　　　　　　1,453 　　　　360

（H16年秋冬産）

国営芳賀台地地区（茂木町牧野地域）

・畑かん営農の実証を契機にハウスでのナスやイチゴの
　栽培面積が拡大。
・地区のむらづくり組織による農産物直売所の設置など、
　活性化構想が具現化。

国営霞ヶ浦用水地区（県営畑総岩井北部地区）
・果菜類の施設栽培が一部で行われていたが、労力がかかり面積増が困
　難で連作障害も発生。　　　　　　　　　　　
・畑地かんがいの整備を契機に露地ネギ＋レタスの大規模経営に転換し、
　首都圏有数の野菜生産地に成長。　　　　　　　　　　　　　　

土地利用の変化（作物選択の自由度向上）

環境保全型農業（土壌還元消毒）

事前準備

土壌還元消毒実施中

産地化の促進

かりやどおいご

○露地からハウスへ

○ハウスから露地へ

○露地からハウスへ

○ハウスから露地へ

342頭/土壌20g


